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会員の皆様の親睦を深めるためのバスツアーを下記の通り実施することを計画しま

した。今回は、木造では世界唯一の十三重塔のある談山神社、昼は「多武峰観光ホテル」

で昼食をとり、国宝・五重塔と紅葉のコラボレーションの室生寺を散策します。 

親睦バスツアーは、グループ“わ”北区会会員以外の方でも参加できますから、 こ

の機会にご家族、お友達、近所の方等お誘い合わせの上、是非多数の方がご参加くださ

いますようご案内申し上げます。  

                                                         

日     時  令和５年１１月１５日（水）（雨天決行） 

集 合 場 所  ①しあわせの村第 3駐車場(大型バス専用) 07:50 

②神鉄谷上駅前 08:20【バス駐車時間制限のため集合時間厳守のこと】 

旅行行程表 

しあわせの村（第 3 駐車場）08：00 発 ⇒しあわせの村 IC ⇒（北神戸線）⇒神鉄谷

上駅 08：30 発 ⇒西宮山口 JCT ⇒（中国道）⇒ 吹田 JTC ⇒（近畿道）⇒松原 JTC⇒

美原 JTC⇒（南阪奈道路）⇒ 橿原高田 IC⇒ 「談山神社」10：30～11：50 ⇒ 多武

峰観光ホテル 12：00着（昼食）13：00発  ⇒「室生寺」14：00～15：10 ⇒ 針 IC ⇒

（名阪国道）⇒吹田 IC ⇒ （中国道） ⇒西宮山口 JTC⇒神鉄谷上駅 17:40頃到着予

定⇒しあわせの村（第 3駐車場）18:10頃到着予定 

 

参 加 費  おひとり 7,500円（バス代、食事代含む） 

当日、集合場所にて乗車前に徴収します 

募集人員  45 名 （申し込み 先着順 下記、ブロック連絡長にしてください） 

 

申込締切り １１月 1日(水)までに、各ブロック連絡長に申し込みしてください！ 

      申込時、乗車（集合）場所を明確に申請してください。 
 

申し込み先    A ブロック 風折 正美 (kazaore378@gmail.com  593-5092） 

         B ブロック 芦田 義和  (y-ashida@kxe.biglobe.ne.jp 583-1196) 

       C ブロック 木村 成男  (cheng-nan@heart.ocn.ne.jp 581-1701) 

       D ブロック 庄田 洋一  (ysho@sannet.ne.jp 950-2722) 
 

 

北区会員の親善を図るための色々なイベントについて、ご提案・ご意見・ご要望があれ

ば、ブロック連絡長を通じてお申し出ください。 

 

 

 

令和５年度 グループわ北区会親睦バスツアー 

 紅葉の奈良を訪ねて 「談山神社と室生寺」 

 

 

参加申込受付中 
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観光先ガイド 

① 談山神社 

談山神社は、奈良県桜井市多武峰（とうのみね）にあります。その歴史は藤原鎌足公

が亡くなったあと、摂津国阿威山に葬られましたが、鎌足公の長男定慧が遺骨の一部を

多武峰山頂に改葬し、木造建築では世界最古と言われている十三重塔（重要文化財）と

講堂を建立し妙楽寺と称しました。さらに定慧の弟の藤原不比等は神殿を建立し、鎌足

公の神像を安置しました。これが談山神社の始まりと言われています。 

境内一帯の 3,000本のモミジの紅葉が朱塗りの十三重塔に華を添え、多武峰の深い木

立が全山で紅葉する様は見応えがあります。  

  

 

② 室生寺 

奈良県宇陀市にあります「室生寺」は、女人禁制だった高野山に対し、女性の参詣が許

されていたことから「女人高野」の別名があります。奈良時代末期の宝亀（ほうき）年

間（770年～781年）、東宮山部親王（とうぐうのやまべのしんのう・のちの桓武天皇）

の病気平癒のため、室生の地において延命の祈祷したところ、龍神の力でみごとに回復

したので、興福寺の僧・賢璟（けんけい）が朝廷の命でここに寺院を造ることになった

と言われています。現存の室生寺の堂塔のうち、創建頃（9世紀前半）にまで遡ると見

られるのは五重塔のみであり、現在のような伽藍が整うまでには相当の年数を要したも

のと思われます。数々の貴重な仏像などを伝える仏教美術の宝庫です。国宝として後世

に受け継がれるべき平安時代の美しく個性的な御仏たちに出会えます。 

  

 


